
食品中の
放射性物質対策

農林水産省

玄米中の放射性セシウム濃度に影響する要因（土壌）

y = 1673.2e-0.164x

R² = 0.6243
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カリ施肥による稲の吸収抑制対策

土壌中のカリ濃度
が適正な場合
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・玄米中の放射性セシウム濃度が高い値がみられた水田で
は、土壌中のカリウム濃度が低い傾向が見られた。

・土壌中のカリウムは、セシウムと化学的に似た性質を
有しており、作物のセシウム吸収を抑える働きがある。

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成

放射性セシウムの

吸収は抑制される
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23年産米（総検査点数：21,189点）

24年産米（総検査点数：2,990,724点）

（12月末現在）
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食品中の
放射性物質対策 平成23年産と平成24年産米の検査結果 （福島県産米）

農林水産省

平成23年産と比較すると100ベクレル/kg超過割合は減少。

平成23年産と平成24年産米の検査結果（福島県）
（平成23年産米の緊急調査の対象区域）
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50ベクレル/kg
平成23年産米： 4.2％
平成24年産米：0.05％ 100ベクレル/kg

平成23年産米： 1.5％
平成24年産米：0.002％
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